
ス
イ
ス
・
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
美
術
館

木
造
菩
薩
坐
像

ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
市
立
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
美
術
館
は
、
充
実
し
た
東

洋
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
、
日
本
の
彫
刻
に
関
し
て
も
、
毎
日
新
聞

社
刊
『
在
外
日
本
の
至
宝
』
第
八
巻
に
二
件
の
作
品
（
地
蔵
菩
薩
像
・
平
安
時
代
、

菩
薩
頭
部
・
鎌
倉
時
代
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
作
品
は

美
術
館
内
で
は
展
示
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
わ
が
国
で
は
未
紹
介
で
あ
る
。

持
物
や
台
座
等
を
失
う
が
、
像
本
体
に
関
し
て
は
表
面
の
当
初
の
彩
色
を
含
め

保
存
状
態
は
良
好
で
あ
り
、
尊
名
の
推
定
も
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
そ
の
優
れ
た

作
行
き
か
ら
、
わ
が
国
彫
刻
史
上
、
今
後
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
紹
介
し
た（
１
）

い
。

一
本
像
（
口
絵
７
、
図
１
〜
５
）
は
、
像
高
五
九
・
二
�
、
髪
際
高
に
し
て
四
三

・
六
�
、
立
像
に
換
算
し
て
髪
際
高
三
尺
に
わ
ず
か
に
満
た
な
い
が
、
後
述
の

よ
う
に
像
底
に
底
板
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
立
高
に
し
て
三
尺
と
み
な

し
て
問
題
な（
２
）い
。

形
状
を
記
述
す
る
。
高
髻
を
結
う
。
こ
の
髻
は
左
右
各
五
束
の
髪
束
か
ら
な

り
、
う
ち
各
三
束
に
つ
い
て
後
方
で
先
端
を
翻
転
さ
せ
る
。
ま
た
髻
の
上
・
下

を
各
一
条
の
結
い
紐
で
く
く
り
、
上
部
正
面
で
髪
を
花
形
に
結
い
、
さ
ら
に
そ

の
前
に
花
形
の
飾
り
を
つ
け
る
。
髪
は
全
面
束
ね
目
を
表
し
た
上
で
毛
筋
彫
り

す
る
。
地
髪
の
束
ね
目
は
正
面
で
は
左
右
各
五
束
で
、
鬢
髪
一
条
が
耳
前
に
垂

れ
、
二
条
が
耳
を
渡
る
。
垂
髪
を
表
す
（
右
肩
に
一
条
の
み
が
残
る
）。

天
冠
台
は
下
か
ら
紐
二
条
・
列
弁
文
帯
と
し
、
そ
の
上
に
八
方
に
花
飾
り
を

表
す
。

白
毫
を
嵌
入
し
て
い
た
が
、
い
ま
欠
失
す
る
。
鼻
孔
・
耳
孔
は
貫
通
し
な
い
。

耳
朶
は
紐
状
で
、
貫
通
す
る
。
三
道
を
表
す
。

胸
中
央
に
卍
字
を
描
く
。
ま
た
右
乳
首
を
描
く
（
子
持
二
重
楕
円
文
）。
胸
の

く
く
り
を
左
右
各
一
条
、
腹
の
く
く
り
を
一
条
表
し
、
臍
を
浅
く
刻
む
。

条
帛
を
左
肩
か
ら
か
け
、
左
胸
か
ら
脇
腹
に
か
け
て
末
端
を
内
回
し
に
垂
下

さ
せ
、
そ
の
先
端
を
二
方
に
分
岐
さ
せ
る
。
背
面
の
垂
下
部
は
亡
失
す
る
。
裙

を
つ
け
、
腰
回
り
に
折
り
返
し
を
め
ぐ
ら
せ
る
（
正
面
中
央
で
左
右
に
振
り
分
け

る
）
。
裙
は
右
足
首
部
で
縁
を
折
り
返
す
。
腰
布
を
つ
け
、
大
腿
部
か
ら
臀
部
に

か
け
て
広
く
お
お
い
、
股
間
に
そ
の
結
び
目
を
表
す
。
腰
布
は
右
方
の
み
そ
の

縁
を
一
枚
折
り
返
す
。

臂
釧
を
つ
け
る
。
そ
の
基
本
帯
は
連
珠
文
帯
を
列
弁
文
帯
と
紐
一
条
で
は
さ

ん
で
お
り
、
側
面
中
央
に
菊
座
風
の
円
花
形
の
飾
り
を
つ
け
る
。
こ
の
飾
り
の

下
か
ら
リ
ボ
ン
が
出
て
腕
の
前
後
を
め
ぐ
り
、
さ
ら
に
そ
の
先
端
部
と
思
わ
れ

る
二
条
が
飾
り
の
下
か
ら
垂
下
す
る
。
腕
釧
（
上
か
ら
列
弁
文
帯
・
紐
一
条
・
連

資
料
紹
介

岩

田

茂

樹
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珠
文
帯
・
列
弁
文
帯
）
を
つ
け
る
。

左
手
は
屈
臂
し
て
手
の
ひ
ら
を
正
面
に
向
け
て
立
て
、
第
一
・
三
指
を
相
捻

じ
、
他
指
を
立
て
る
。
右
手
は
垂
下
し
て
仰
掌
、
五
指
を
伸
ば
す
。
と
も
に
生

命
線
・
運
命
線
と
、
知
能
線
ら
し
き
線
の
計
三
本
の
筋
を
表
し
た
上
、
輪
宝
文

を
描
く
。

右
足
裏
を
完
全
に
露
出
さ
せ
、
右
足
を
外
に
し
て
半
跏
趺
坐
す
る
。

彩
色
の
基
本
は
、
全
面
に
布
貼
り
し
て
錆
地
を
ほ
ど
こ
し
、
黒
漆
塗
り
の
上
、

白
地
に
彩
色
す
る
か
、
あ
る
い
は
漆
箔
押
し
と
す
る
。
賦
彩
の
判
明
す
る
部
分

の
詳
細
は
次
の
と
お
り
。

髪：

群
青

髻
の
結
い
紐：

朱

髻
上
部
正
面
の
花
飾
り：

内
区
は
緑
青
、
外
区
は
丹
。

天
冠
台：

漆
箔

肉
身：

現
状
、
や
や
黄
味
が
か
っ
た
肉
色
。

条
帛
（
表
）：

丹
。
縁
近
く
に
二
条
、
衣
文
の
峰
に
各
一
条
の
切
金
線
を
お
く
。

条
帛
（
裏
）：

緑
青
。
縁
近
く
に
二
条
の
切
金
線
を
お
く
。

臂
釧：

基
本
帯
と
円
花
形
飾
り
は
漆
箔
、
リ
ボ
ン
は
緑
青
。

腕
釧：

漆
箔

裙
（
表
）：

朱

裙
（
裏
）：

群
青
か
。
縁
近
く
に
二
条
、
衣
文
の
峰
に
各
一
条
の
切
金
線
を
入

れ
る
。

腰
布
（
表
）：

緑
青

腰
布
（
裏
）：

不
詳

胸
中
央
の
卍
字
文
、
右
乳
首
の
子
持
楕
円
文
、
両
手
の
ひ
ら
の
輪
宝
文
は
朱

で
描
く
。

髪
際
正
面
中
央
の
鬢
の
ほ
つ
れ
、
眉
・
口
髭
・
顎
髭
は
墨
で
描
き
、
こ
れ
に

緑
青
線
を
沿
わ
せ
る
。

上
下
の
瞼
に
墨
線
を
沿
わ
せ
、
目
は
目
頭
・
目
尻
に
群
青
で
は
な
く
緑
青
を

差
し
て
い
る
。
瞳
は
中
央
を
墨
で
塗
り
、
回
り
を
朱
で
塗
り
、
さ
ら
に
輪
郭
を

墨
で
く
く
る
。
た
だ
し
上
記
の
う
ち
、
右
眉
の
一
部
や
顎
髭
は
彩
色
の
剥
落
し

た
素
地
に
直
接
描
か
れ
て
お
り
、
後
補
と
知
ら
れ
る
。

二
つ
づ
い
て
構
造
・
技
法
に
つ
い
て
記
す
。

図５ 同 像底
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針
葉
樹
材
（
檜
か
）。

頭
部
は
両
耳
後
を
通
る
線
で
前
後
二
材
を
矧
ぐ
。
体
部
は
主
部
を
一
材
製
と

し
、
襟
首
部
以
下
、
地
付
に
達
す
る
線
で
、
背
板
風
に
一
材
を
矧
ぐ
。
こ
の
う

ち
頭
部
前
面
材
と
体
部
主
材
は
い
ず
れ
も
木
心
を
中
央
後
方
に
外
し
て
お
り
、

か
つ
像
内
頸
部
の
矧
目
の
形
状
は
割
矧
ぎ
風
に
見
え
る
。
よ
っ
て
、
頭
・
体
を

通
し
て
像
の
主
部
は
竪
一
材
か
ら
造
り
、
三
道
下
で
割
り
首
し
、
材
の
不
足
す

る
後
頭
部
お
よ
び
体
部
背
面
に
そ
れ
ぞ
れ
一
材
を
矧
ぐ
か
と
推
測
さ
れ
る
。

左
右
の
腰
脇
部
に
小
さ
め
の
三
角
材
を
矧
ぐ
。
両
脚
部
は
横
一
材
製
。
以
上
、

各
内
刳
す
る
。

宝
髻
は
別
材
製
で
、
前
後
二
材
矧
。
組
ん
だ
脚
上
に
露
出
す
る
右
足
首
先
も

別
材
製
で
、
釘
打
ち
留
め
し
て
い
る
。
両
手
と
も
に
肩
、
臂
の
少
し
前
、
手
首

で
縦
に
矧
ぎ
、
適
宜
釘
を
打
つ
。

像
底
地
付
面
に
は
、
両
脚
部
に
四
ヶ
所
、
体
部
主
材
に
二
ヶ
所
、
釘
孔
が
確

認
さ
れ
る
（
釘
は
現
存
し
な
い
）。
現
在
の
像
の
構
造
に
は
関
わ
り
が
な
い
の
で
、

お
そ
ら
く
は
底
板
を
留
め
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
本
像
に
は
裙
先
が
表

現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
底
板
前
方
部
に
こ
れ
を
表
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

像
内
内
刳
面
に
漆
塗
り
は
な
い
が
、
比
較
的
平
滑
に
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
か
つ
て
納
入
品
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

保
存
状
態
は
次
の
と
お
り
。

宝
冠
そ
の
他
の
別
製
の
装
身
具
、
垂
髪
の
右
肩
上
の
一
条
を
除
く
す
べ
て
、

持
物
、
裙
先
、
底
板
、
台
座
、
光
背
は
亡
失
。
右
後
頭
部
生
え
際
の
一
部
、
天

冠
台
の
数
カ
所
、
臀
部
左
方
地
付
部
の
矧
ぎ
目
付
近
、
左
大
腿
部
側
方
の
矧
ぎ

目
付
近
、
腰
布
結
び
目
の
右
方
部
、
以
上
に
欠
損
部
が
あ
る
。

像
内
を
う
か
が
う
と
、
後
頭
部
下
方
に
後
補
材
が
差
し
込
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
の
材
が
像
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
。
左
腰
脇
三
角
材
の

上
部
に
矧
が
れ
た
別
材
、
左
臂
外
側
部
に
は
さ
む
半
月
形
の
マ
チ
材
、
左
手
の

第
二
・
四
指
先
は
後
補
。
な
お
左
手
の
第
五
指
先
も
別
材
製
だ
が
、
こ
れ
は
当

初
の
も
の
で
あ
る
。

近
年
の
修
理
を
経
た
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
修
理
は
彩
色
の
剥
落
止
め

と
矧
ぎ
目
の
強
化
を
主
な
目
的
と
し
た
か
と
み
ら
れ
る
が
、
後
者
に
関
し
て
は

黄
み
を
帯
び
た
�
状
の
樹
脂
（
成
分
不
明
）
を
多
用
し
て
お
り
、
像
内
に
は
こ
れ

が
各
所
に
見
え
、
や
や
見
苦
し
い
状
況
で
あ
る
。
現
状
、
材
の
素
地
の
色
が
赤

み
を
帯
び
る
が
、
こ
れ
も
何
ら
か
の
保
存
処
理
に
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

三
本
像
は
伝
来
に
関
す
る
情
報
を
欠（
３
）
き
、
持
物
を
失
い
、
ま
た
銘
文
等
も
存
在

し
な
い
た
め
に
尊
名
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
印
相
お
よ
び
形
制
か
ら
、
求
聞

持
法
本
尊
と
し
て
の
虚
空
蔵
菩
薩
像
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
虚
空
蔵
求

聞
持
法
の
所
依
経
典
で
あ
る
『
求
聞
持
軌
（
虚
空
蔵
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅

尼
求
聞
持
法
）』
に
よ
れ
ば
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
身
色
は
金
色
で
、
蓮
華
座
上
に
半

跏
に
坐
す
が
、
そ
の
坐
法
は
右
（
脚
）
を
も
っ
て
左
（
脚
）
を
圧
（
お
）
す
と
い

う
も
の
で
、
宝
冠
に
は
五
仏
坐
像
を
表
し
、
左
手
に
は
火
焔
宝
珠
を
載
せ
た
蓮

華
を
執
り
、
右
手
は
垂
下
し
て
与
願
印
と
す
る
と
い
う
。
こ
れ
と
合
致
す
る
画

像
の
遺
品
は
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
相
当
数
認
め
ら
れ
る
。

『
求
聞
持
軌
』
の
図
像
的
規
定
に
本
像
を
照
合
さ
せ
る
と
、
身
色
が
肉
色
で

あ
る
点
で
合
致
し
な
い
が
、
画
像
で
も
細
見
美
術
財
団
所
蔵
の
板
絵
の
よ
う
に
、

本
像
同
様
に
肉
色
の
身
色
と
す
る
作
例
が
あ（
４
）
る
。
宝
冠
は
失
う
の
で
五
仏
宝
冠

で
あ
っ
た
か
否
か
の
検
証
は
で
き
な
い
。
し
か
し
最
も
重
要
な
の
は
、
本
像
が

左
足
先
を
表
さ
ず
、
右
足
を
外
に
し
て
半
跏
趺
坐
し
て
い
る
点
で
、
こ
れ
は
正
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し
く
「
右
を
も
っ
て
左
を
圧
す
」
も
の
で
あ
る
し
、
鎌
倉
期
の
画
像
の
求
聞
持

本
尊
像
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
本
像
は
持
物
を
今
持
た
な
い
が
、
右
手
が
与
願

印
、
胸
前
の
左
手
の
か
ま
え
も
、
こ
れ
ま
た
画
像
遺
品
に
近
く
、
か
つ
て
火
焔

宝
珠
を
戴
く
蓮
華
の
茎
を
執
っ
た
と
い
う
想
定
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
厳
密
に

言
え
ば
、
鎌
倉
時
代
の
画
像
の
求
聞
持
本
尊
像
の
左
手
は
、
第
一
・
二
指
を
相

捻
じ
、
第
三
〜
五
指
を
伸
ば
す
も
の
が
大
半
の
よ
う
で
、
第
一
・
三
指
を
曲
げ

る
本
像
と
は
小
異
が
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
年
に
焼
失
し
た
和
歌
山
・
金

剛
峯
寺
の
木
造
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
（
平
安
時
代
）
が
や
は
り
第
一
・
三
指
を
曲
げ

て
い
た
例
が
あ
る
し
、
南
北
朝
時
代
以
降
の
作
例
に
は
な
る
が
、
愛
知
・
亀
翁

寺
像
で
は
第
一
・
三
・
四
指
を
曲
げ
、
大
阪
・
金
剛
寺
像
で
は
全
指
を
捻
じ
て

い
る
な
ど
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
『
求
聞
持
軌
』
に
規
定
が
な
い
た
め
に
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
画
像
遺
品
に
観
察
さ
れ
る
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
天
衣
が
風
に
吹
き
上

げ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
大
き
く
翻
る
表
現
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
彫
像
で
は

あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
か
に
思
わ
れ
、
金
剛
峯
寺
像
以
下
の
三
彫
像
に
お

い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
ず
、
本
像
の
場
合
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

上
記
し
た
よ
う
に
、
本
像
の
右
足
首
先
は
別
材
で
造
っ
て
脚
部
上
面
に
釘
打

ち
し
て
い
る
。
同
工
の
仕
様
の
先
行
作
例
と
し
て
、
十
二
世
紀
初
め
頃
の
作
と

推
定
さ
れ
る
大
阪
・
法
道
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
技
法
の

思
想
的
な
背
景
と
し
て
生
身
仏
と
い
う
概
念
の
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い（
５
）
る

が
、
生
身
仏
の
代
表
と
も
い
う
べ
き
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
が
、
足
首
以
下
を
長

靴
状
に
別
材
で
造
っ
て
像
底
か
ら
丸
�
差
し
す
る
仕
様
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
意

を
要
し
よ
う
。
同
工
の
作
例
は
鎌
倉
時
代
も
早
い
頃
か
ら
複
数
例
見
い
だ
さ
れ
、

お
そ
ら
く
清
凉
寺
像
な
い
し
中
国
・
宋
時
代
の
作
例
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
坐
像
と
立
像
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
本
像
の
場
合
も
同
じ
思

想
的
背
景
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ（
６
）
る
。
胸
の
卍
文
や
乳
首
、
手

の
ひ
ら
の
輪
宝
文
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
本
像
の
制
作
期
と
作
者
の
系
統
の
推
定
だ
が
、
慶
派
の
仏
師
に
よ

る
鎌
倉
時
代
前
期
の
作
と
考
え
る
。
花
形
に
結
い
上
げ
ら
れ
た
華
や
か
な
高
髻

は
鎌
倉
前
期
の
慶
派
の
作
に
頻
出
す
る
も
の
だ
が
、
と
く
に
、
そ
の
後
方
に
お

い
て
髪
束
の
先
端
が
左
右
か
ら
上
方
に
向
か
っ
て
旋
転
す
る
表
現
は
、
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
弥
勒
菩
薩
立
像
や
醍
醐
寺
弥
勒
菩
薩
坐
像
等
の
快
慶
作
品
や
、
運
慶

最
初
期
の
円
成
寺
大
日
如
来
坐
像
、
ま
た
実
慶
の
手
に
な
る
静
岡
・
修
善
寺
大

日
如
来
坐
像
等
に
見
ら
れ
る
も
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

球
を
想
わ
せ
る
頬
の
張
っ
た
顔
の
輪
郭
は
、
頬
骨
の
辺
が
最
も
ふ
く
ら
む
快

慶
作
品
の
面
相
よ
り
も
、
円
成
寺
像
を
は
じ
め
と
す
る
運
慶
作
品
な
い
し
運
慶

風
の
作
例
に
近
い
。
側
面
観
に
お
い
て
や
や
猫
背
気
味
と
な
る
こ
と
の
多
い
快

慶
の
坐
像
作
例
に
対
し
、
背
を
真
っ
直
ぐ
に
伸
ば
す
上
体
の
か
ま
え
も
、
運
慶

風
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
玉
眼
を
入
れ
ず
、
彫
眼
と
す
る
点
も
、
運
慶
が
円
成

寺
像
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
如
来
・
菩
薩
に
は
玉
眼
を
採
用
し
な
か
っ
た
事

例
が
想
起
さ
れ
る
。
適
度
な
抑
揚
を
も
つ
充
実
し
た
肉
取
り
に
も
、
運
慶
風
を

読
み
取
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
上
・
下
脚
の
分
岐
を
明
示

し
な
い
耳
の
彫
法
は
、
運
慶
と
も
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
る
他
の
慶
派
作
家
の

も
の
と
も
異
な
る
。
今
は
運
慶
周
辺
の
あ
る
仏
師
の
作
と
す
る
ほ
か
な
い
。
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注（
１
）
実
査
は
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日
に
行
っ
た
。
そ
の
際
、
同
館
の
日
本
美
術
担
当

学
芸
員
カ
タ
リ
ナ
・
エ
プ
レ
ヒ
ト
博
士
の
ご
高
配
に
預
か
っ
た
。

（
２
）
そ
の
他
の
法
量
（
単
位
�
）

像

高

五
九
・
二

髪
際
高

四
三
・
六

頂－

顎

二
五
・
二

面

長

九
・
七

面

幅

九
・
三

耳

張

一
三
・
〇

面

奥

一
二
・
五

胸
奥
（
左
）
一
二
・
二

胸
奥
（
右
）
一
二
・
六

腹

奥

一
三
・
七

臂

張

二
八
・
一

膝

張

四
一
・
四

膝
高
（
左
）
七
・
七

膝
高
（
右
）
七
・
五

坐

奥

二
八
・
八

（
３
）
エ
プ
レ
ヒ
ト
博
士
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
も
と
は
日
本
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
と
い
う
。

（
４
）
藤
田
美
術
館
本
の
画
像
の
身
色
も
図
版
で
は
肉
色
と
見
え
る
が
、
泉
武
夫
氏
の
ご

教
示
に
よ
る
と
黄
色
の
彩
色
を
施
し
て
い
る
の
で
、
金
色
身
を
表
現
し
た
と
み
る

べ
き
だ
ろ
う
。

（
５
）
伊
東
史
朗
「
作
品
研
究

阿
弥
陀
如
来
坐
像
」（『
学
叢
』
十
三
、
平
成
三
年
）

（
６
）
拙
稿
「
志
賀
・
上
品
寺
の
菩
薩
立
像
（
二
�
）」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
五
九
、
平

成
十
一
年
）
で
こ
の
こ
と
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
作
例
を
あ
げ
て
い
る
。

付

記
口
絵
・
挿
図
写
真
は
す
べ
て
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
美
術
館
の
提
供
で
あ
る
。

（
い
わ
た

し
げ
き

当
館
企
画
室
長
）
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